
 

     

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【受診のおすすめについて】 

各種健康診断において、受診が必要とされた人には、1 学期に受診のおすすめを配付しました。 

まだ受診をされていない場合は、冬休みを利用して受診されることをおすすめします。 

受診後は、「受診のおすすめ」用紙を学校まで提出してください。 

 

【災害共済給付について】

登下校や休憩時間、授業時間、部活動などの学校管理下で「けが」をして受診した場合、医療費の給付

を行う災害共済給付制度があります。療養に要した医療点数が 500 点以上であれば給付対象となります。

受診された際は、学校へ連絡していただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高島中学校 保健室 2023.12.２２ 

． 

今月のまちがいさがし 
 

 全部で７つ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊保護者の皆様へ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

今日から冬休みに入ります。長期休みでは、ついつい夜ふかしをし

てしまったり、お家でダラダラすごしてしまったりと生活リズムが崩れや

すくなっていますので、計画を立てて過ごしましょう。 

また、市内では、インフルエンザの感染者数が急激に増加し、 

流行しています。冬休み中も、基本的な感染症対策を意識しましょう。

３学期、皆さんと元気な姿で会えることを楽しみにしています。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 



 

学校保健委員会を開きました！！  

 １２月７日（木）に高島学園の学校保健委員会を開催しました。学校医の先生方をお招きし、定期健康診断や環

境衛生検査についてご意見をいただきました。また、高島学園の「タブレット導入後の学習」「携帯電話の利用状

況のアンケート結果」を紹介し、取り組みの内容を共有したり、意見交流をしたりしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

〇今後、スマホはより手放せないものになっていく。分別する力や情報モラル力をつけることが大事。 

〇子どもの前でスマホをずっと触っていることがないよう、保護者が子どもの見本となる姿を見せる。 

〇家庭でのルールは、一方的なものでは無く、子どもの納得感のあるルール作りをする。 

アンケートを取りました！ 
「携帯電話と高島学園の子どもたち」 

意見交流（一部抜粋） 

定期健康診断の結果より 

〇小学校１・２・３年生の視力A（１．０以上）の人数が全国平均より下回っている。 

〇むし歯にかかっている児童生徒が、小学校 5年生以外の全学年で、全国平均を上回っている。 

〇歯科健康診断の結果、病院の受診につながっている人は少ない。受診率：小学校は 55％、中学校は５０％。 

 

Q. 携帯電話を使って起こりうる危険はどんなことだと思いますか。 

 小学生   携帯電話を持っている、家族と共有している子・・・「寝不足になる」「携帯電話を使うことをやめられなくなる」 

        →携帯電話を使うことで、生活に支障がでるかもしれないと感じている。 

          携帯電話を持っていない子・・・「詐欺にあう」「お金のトラブル」  

        →携帯電話を使うことで、金銭トラブルに巻き込まれるかもしれないというイメージを持っている。 

 

 中学生   携帯電話を持っている、家族と共有している子・・・「依存してしまう」「視力が悪くなる」 

              携帯電話を持っていない子・・・「依存してしまう」「視力が悪くなる」 

        →携帯電話の所持関係なく、携帯電話を使うことで、健康面に問題が出るかもしれないと感じている。 

 

また、自分専用の携帯電話を持つのに最適な時期を聞くと、 

 

 

自分専用の携帯を持っている 

小学生約４割 中学生約７割 

中学生によると携帯を持ちたい年齢は「高校生から」が６０％ ・・・中学生で持つには早いと感じている様子。 

 

平日の携帯電話の利用時間 

小学生３時間以上２５％ 

中学生３時間以上３９％ 

小・中学校ともに携帯電話を使うときの 

家庭でのルールが「ない」 約６割！ 

 

「携帯電話を使って困ったこと」 

小学生は「ない」１００％、中学生は「ある」が１０％ 

携帯電話を使うときの家庭でのルール 

 
小学生「時間を決める」「ギガ数の規制」「トラブル未然防止」 

中学生「時間を決める」「親の監視のもと」「アプリの使い方」 

困ったことの具体例 

「友達と意味の取り違えで喧嘩に・・・。」 

「伝えたいことが伝わらなかった。」 

「使い過ぎで目が悪くなった。」 


